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1テーマ展

画像上：鼻高面　室町時代　輪島市・住吉神社伝来
　　　　石川県立歴史博物館蔵
画像下：石川県指定文化財　須須神社文書 のうち 能登国司庁宣
　　　　承安５年（1175）２月28日　珠洲市・須須神社蔵

テーマ展
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輪島・住吉神社ゆかりの宝物

輪島市鳳至町の中央部に鎮座する住吉神社は、
式内社である鳳至比古神社の後裔にあたる神社
のひとつと伝えられ、鳳至郡の大宮として広く

信仰されてきました。本展では、当館のコレクション
の中から住吉神社伝来の仮面や懸仏、仏像を紹介しま
す。度重なる災禍をくぐり抜けて現在に伝わる貴重な
宝物をご覧いただくとともに、中近世における住吉神社
の様相の一端を探ります。当館リニューアル後、初公開
の作品が目白押しです。ぜひご堪能ください。

令和６年度
テーマ展

テーマ展 1

まるで天狗のようなお面！

神社で拝まれた
仏様

もとは巨大
な

大黒天像！
？ 

 ふげし    ひ     こ   じん  じゃ

かけぼとけ

室町～江戸時代　住吉神社伝来
石川県立歴史博物館蔵

室町時代　住吉神社伝来
石川県立歴史博物館蔵

大黒天像　頭部鼻高面
だい   こく   てん   ぞうはな   だか  めん

菩薩・天部懸仏のうち虚空蔵菩薩懸仏
江戸時代　住吉神社伝来　石川県立歴史博物館蔵

ぼ    さつ          てん    ぶ    かけ ぼとけ                          こ    くう   ぞう   ぼ    さつ   かけ  ぼとけ
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県指定文化財  須須神社文書を読む

令和６年能登半島地震、および令和６年奥能登豪雨により、能登半島は甚大な被害を受けま
した。住み慣れた町の風景が一変し、また故郷を離れることを余儀なくされた方々も多い中、地
域の宝を知ることは、ふるさとの魅力を再発見し、生活再建へ歩む活力に繋がるのではないかと
思います。加えて、被災状況が広く報道され、レスキュー等で県内外から多くの人が訪れる中で、
全国的に能登への関心が高まっていることを感じます。
地震から１年となる今、当館では、奥能登地域に伝わった文化財を二つのテーマで展示いたし

ます。本展が、能登の歴史・文化に対する理解を深め、能登へ心を寄せる機会となれば幸いです。

能登半島の北東端、珠洲市
三崎町にある須須神社は、
奥能登屈指の古社として知
られ、多数の文化財を所蔵しています。中でも石川県
指定文化財である須須神社文書は、県内最古の年紀
を持つ承安５年（1175）2月28日の「能登国司庁宣」
をはじめ、平安時代から江戸時代に至るまでの貴重
な古文書を擁する文書群であり、本県の歴史を語る
うえで必須の資料となっています。本展では須須神
社文書とその関連資料を展示し、須須神社およびそ
の別当寺であった高勝寺（現在は廃寺、翠雲寺が跡
地に移転）の歴史を紹介します。

【開館時間】9：00～17：00
（展示室への入室は16:30まで）

14土 2 16日

テーマ展２

学芸員による
展示解説

関連イベント

石川県最古！平安時代の年紀を持つ古文書

加賀八家・長家の
ご先祖からの援助

前田家との深い関係

利家からの寄進状

2025
年

石川県
指定文化財

石川県
指定文化財

石川県
指定文化財

【料金】常設展の料金でご覧いただけます。一般300円(240円)、大学生・専門学校生240円(190円)、高校生以下無料、
　　　  (  )内は20人以上の団体料金。65歳以上は団体料金。障害者手帳または「ミライロID」提示の方と付添1人は無料。
【主催】石川県立歴史博物館　【後援】北國新聞社、NHK金沢放送局

令和７年１月８日（水）10：30～11：30
令和７年１月11日（土）13：30～14：30

す     ず    じん   じゃ

の    と    こく   し  ちょうせん

こう しょう  じ                                                           すい  うん    じ

よう

か     が    はっ     か         ちょう    け

「能登国司庁宣」　
承安５年（1175）２月28日　須須神社蔵

の    と     こく    し   ちょう せん

沙弥惣阿・道監連署書下状
応永10年（1403）２月９日　須須神社蔵

しゃ    み   そう    あ           どう  かん   れん  しょ  かき くだしじょう

前田利家寄進状案
天正14年（1586）２月13日　須須神社蔵

まえ    だ    とし  いえ   き    しん じょう  あん
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源義経和歌をめぐって
― 須須神社に残る義経伝説 ―

学芸主任　岡 崎　道 子

（画像１）伝源義経和歌懐紙　年未詳　須須神社蔵

（画像２）古筆某極書　天正２年（1574）か　須須神社蔵

須須神社には、源義経直筆とされる和歌懐紙ⅰが
伝わる（画像１）。本紙の縦が約35cm、横が約
32cmの巻子装で、表面の劣化が激しく、内容はほ
とんど読み取れない。辛うじて左端に「源義経」の
字が見える程度である。
ここに記された和歌については、同社の所蔵する
「蝉折笛縁起」の記載から、次のようであったと推
測される。

　　都より　波の夜る昼　うかれきて
　　　　　　道遠くして　うきめを見るかな
　　うきめをば　藻塩と共に　かきながし
　　　　　　悦びとなる　鈴の御崎は

本紙を注意深く見ると、「道」「憂」といった文字
が読み取れることから、この和歌を記したものでお
およそ間違いないであろう。
和歌のうち、１首目は義経の従者が詠んだもの、
２首目はそれを受けて義経が詠んだ返歌である。
「蝉折笛縁起」は須須神社の宝物として現存する
「蝉折笛」の来歴を記したもので、兄頼朝に追われ
た義経一行が奥州に落ち延びる途中、同社に立ち寄
り義経所持の名器「蝉折笛」を奉納する内容となっ
ている。義経一行は珠洲の浦の沖合で暴風に見舞わ
れ、須須権現へ祈りをささげて何とか浜辺に漂着し
た。この時従者の一人がこれまでの艱難辛苦を嘆い
て歌を詠み、これに対し義経が返歌して、一行は互
いを慰め、生き延びられた返礼として権現へ蝉折笛
を奉納したとある。
この和歌懐紙は蝉折笛と共に奉納されたものとし

て、須須神社に伝わったのであろう。同社にまつわる
義経伝説を補強する資料として、また同社の権威を
いっそう高めるものとして珍重されてきた。そのこと
を示す資料として、同社に伝存する「古筆某極書」
が挙げられる（画像２）。本資料は義経の和歌懐紙
が義経真筆であると鑑定したもので、劣化が激しく
下部はほとんど欠失しているものの、「義経正筆」
「天正二年」「古筆」の文が確認できる。
古人の筆跡を鑑定する「古筆見」は、江戸時代初
期に活躍した古筆了佐（1572-1662）を始祖とする
古筆家が著名であるが、本資料で鑑定者として署名
している古筆某との関係は不明である。本資料が天
正２年（1574）に作成されたものかどうかも検討の
余地があるが、中世に遡る極書についての見識が筆
者に無いため、真偽を判定することはできない。

この極書の興味深い点は、極書自体の極札が本紙
右端に貼り付けられている点である。札には

　　安永元年五月改　東都
　　　正筆之極　　　　　古筆良意（印）
　　　　　（割判）

とあって、極書が古筆某の正筆であると鑑定している。
義経の和歌懐紙の極札である可能性もあるが、天正
２年の極書に貼り付けてある点、「正筆之極」とあ
る点から、極書の極札であるとみられる。ただし
「古筆良意」なる人物が安永元年（1772）に存在
したかは確認できず、極札が真に古筆家によって作
成されたものかどうかは疑問が残る。
極書・極札の真贋は措くとして、その存在は、須
須神社にとって義経来訪の伝承がいかに重要であっ
たかを物語る。同社に伝わる義経に関係した諸資料
は、歴史的事実を裏付けるものではないかもしれな
いが、歴史ある社を守るために奮闘した先人たちの
姿を今に伝える確かな証しといえよう。

資料
紹介

ⅰ本来の「和歌懐紙」の定義からは外れた資料であるが、資料そのものを指す
   用語として、便宜上使用する。

こ  ひつ み

す    ず きわめふだ

せみおれのふええん ぎ
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こ ひつりょう さ

こ  ひつ  け



石川考古学研究会　会長　小 嶋　芳 孝
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学芸主任　林　  亮 太 学芸員　齋 藤　仁 志



学芸員　中 井　夏 帆
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志賀町　個人宅　現地調査
珠洲市　個人宅２件　レスキュー
志賀町　個人宅　レスキュー
珠洲市　寺院　文化財防災センター（以下、文防）
現地調査参加
いしかわ歴史資料保全ネットワーク（以下、いしかわ
史料ネット）の協力による被災古文書の整理作業
七尾市　個人宅　現地調査
輪島市　個人宅　文防現地調査参加
歴史資料ネットワーク主催
下貼り文書はがしワークショップ（当館職員対象）
七尾市　個人宅　現地調査
珠洲市　個人宅　現地調査
輪島市　個人宅　現地調査
読売新聞（全国版）で、いしかわ史料ネットの協力に
よる被災古文書の整理作業の様子が報道される
輪島市　個人宅　現地調査
能登町　個人宅　現地調査
輪島市　個人宅　現地調査
七尾市　個人宅　レスキュー
輪島市　美術館　文防レスキュー参加　
輪島市　美術館　文防レスキュー参加
輪島市　美術館　文防レスキュー参加
いしかわ史料ネットの協力による被災古文書の
整理作業
輪島市　美術館　文防レスキュー参加
輪島市　個人宅　レスキュー
輪島市　個人宅　現地調査
輪島市　寺院　被災資料調査
金沢市　神社　レスキュー
志賀町　個人宅　現地調査
志賀町　個人宅　レスキュー
輪島市　個人宅　現地調査
輪島市　寺院　現地調査
いしかわ史料ネットの協力による被災古文書の
整理作業
野々市市　個人宅　現地調査（珠洲市からの避難資料）
金沢市　個人宅　現地調査（穴水町からの避難資料）
穴水町　寺院　文防現地調査参加
能登町　個人宅　文防現地調査参加
能登町　個人宅　現地調査
輪島市　個人宅　文防レスキュー参加
輪島市　個人宅　文防レスキュー参加
輪島市　個人宅　文防レスキュー参加
七尾市　個人宅　レスキュー
珠洲市　個人宅　レスキュー

活動内容期　日 曜日

地震で被害を受けた、もしくは倒壊しそうな建物に残された
「文化財」の救出避難・応急措置・一時保管を実施する事業です。
石川県では国の文化財防災センターと連携して学芸員らによる
レスキュー隊を編成しており、当館も県立博物館として活動に
あたっています。
なお、ここで言う「文化財」とは、地域の歴史を伝える有形文
化財や有形民俗文化財を指しますが、指定の有無は問いません。

文化財レスキューとは

石崎奉燈祭　七尾市石崎町　平成25年８月４日撮影



〒920-0963 石川県金沢市出羽町3-1
TEL：076-262-3236   FAX：076-262-1836
E-mail：rekihaku@pref.ishikawa.lg.jp
https://ishikawa-rekihaku.jp/

石川県立
歴史博物館
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石川県立能楽堂

本多の森ホール本多の森ホール

第1共用駐車場

れきはくメイト会員募集
３月１日（土）より、令和
７年度「れきはくメイト」
の新規・更新受付を開始
します。「れきはくメイ
ト」とは、石川県立歴史
博物館をより身近なもの
としてご利用いただくた
めの組織です。令和7年
度からは特典がリニュー
アルして、ますますお得
に当館を楽しんでいただ
けるようになりました。

1,500円（大学生以下750円）※10月以降のご入会は一般750円となります。

❶ 会員証提示により、当館の常設展示を無料で観覧できます。
❷ 会員証提示により、当館の特別展を団体料金で観覧できます。

❸会員証提示により、当館の特別展を年１回無料で観覧することができます。
❹ 当館の最新情報を会員限定の情報紙でご案内します。
❺ 当館が主催する会員限定イベントに参加できます。
❻ 会員証提示により、当館で販売する図録やオリジナルグッズを10％割引
　 で購入できます。

申込方法：来館もしくは郵便振替でのお申込みとなります。
当館HPもしくは普及課（076-262-3417）までお問い合わせください。

令和
７年度

当館で開催する展示解説や各種講座などの情報をお知らせします。
※各種催し物の詳細については、当館ホームページにてお知らせします。

１月

催し物
案内
物

Information

「令和６年度テーマ展」展示解説
10：30～11：30  講師：当館学芸員

８日
（水）

11日
（土）

「令和６年度テーマ展」展示解説
13：30～14：30  講師：当館学芸員

休館日：1/1（水）～1/3（金）

要展覧会チケット
申込不要

要展覧会チケット
申込不要

15日
（水）

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「前田綱紀の図書収集」講師：𠮷田 朋生（当館学芸員）

聴講無料／申込不要

18日
（土）

れきはくゼミナール  13：30～15：00
「能登における陵墓の探索」講師：三浦 俊明（当館資料課長）

聴講無料／申込不要

15日
（土）

れきはくゼミナール  13：30～15：00
「石川県の「露語研究留学生」」講師：齋藤 仁志（当館学芸員）

26日
（水）

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「紀尾井町事件」講師：齋藤 仁志（当館学芸員）

聴講無料／申込不要

聴講無料／申込不要

館長講演会  13：30～15：00
「後水尾天皇の二条城行幸と武家」講師：藤井 讓治（当館館長）

１日
（土）

聴講無料／要申込

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「能登の神饌文化」講師：大門 哲（当館学芸主幹）

12日
（水）

聴講無料／申込不要

れきはくゼミナール  13：30～15：00
「石川観音めぐり」講師：中井 夏帆（当館学芸員）

15日
（土）

聴講無料／申込不要

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「能登の祭礼風流」講師：大井 理恵（当館学芸課長）

26日
（水）

聴講無料／申込不要

29日
（水）

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「加賀藩本郷邸の空間構造と生活」講師：林 亮太（当館学芸主任）

聴講無料／申込不要

いしかわ歴史講座  13：30～15：00
「加賀藩御用絵師・佐々木家の活動」講師：中村 真菜美（当館学芸主任）

12日
（水）

聴講無料／申込不要

2月 休館日：なし

2月 休館日：なし

３月 休館日：3/17（月）～3/18（火）

申込方法

お問合わせ

会　　費

特 典 例

NEW!!


